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１
一
は
じ
め
に

　
　
「
京
浜
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
東
京
－
横
浜
間
の

地
域
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
、
人
口
八

百
万
人
の
東
京
（
都
区
部
）
と
三
百
三
十
万
人
の
横

浜
が
直
線
距
離
で
約
二
十
五
キ
ロ
の
至
近
に
立
地
し

て
お
り
、
そ
の
間
の
百
二
十
万
人
の
川
崎
を
含
め
、

世
界
で
も
こ
れ
ほ
ど
高
密
な
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
は
他
に

は
な
い
。
こ
の
二
大
都
市
地
域
を
越
え
て
約
百
年
の

歴
史
を
経
て
京
浜
工
業
地
帯
は
形
成
さ
れ
て
き
た
。

本
論
は
「
京
浜
臨
海
部
の
活
性
化
は
東
京
・
横
浜
の

関
係
強
化
か
ら
実
現
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

命
題
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
京
浜
地
域
の
都
市
形
成

の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
る
東
京
・
横
浜
の
関
係

を
明
ら
か
に
し
今
後
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
基
本

と
な
る
都
市
づ
く
り
の
視
点
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

２
一
京
浜
臨
海
部
の
歴
史
的
変
遷

　
京
浜
臨
海
部
は
東
京
・
横
浜
間
の
東
海
道
か
ら
南

側
、
既
成
市
街
地
と
埋
立
地
の
区
域
を
呼
ぶ
。
ま
ず

こ
の
地
域
の
歴
史
的
な
流
れ
に
簡
潔
に
触
れ
た
い
。

①
―
東
海
道
の
宿
場
町
か
ら
開
国
の
表
舞
台

　
江
戸
時
代
、
神
奈
川
の
宿
か
ら
鶴
見
・
川
崎
を
経

て
品
川
の
宿
に
至
る
沿
線
は
、
大
名
行
列
な
ど
多
く

の
旅
人
が
行
き
交
う
我
が
国
第
一
の
主
要
交
通
動
線

で
あ
っ
た
。
鶴
見
・
神
奈
川
の
部
分
は
景
色
が
美
し

い
穏
や
か
な
海
岸
線
地
域
で
あ
り
、
江
戸
ま
で
あ
と

一
歩
、
気
持
ち
を
安
ら
げ
さ
せ
る
宿
場
町
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
幕
末
の
風
雲
の
中
で
こ
の
地
域
が
開
国

の
表
舞
台
と
な
る
。
江
戸
防
衛
の
手
段
と
し
て
神
奈

川
に
台
場
が
造
ら
れ
、
ま
た
ペ
リ
ー
来
航
以
来
の
激

し
い
攘
夷
運
動
と
し
で
生
麦
事
件
が
起
こ
る
。
各
国

の
要
求
に
対
し
神
奈
川
開
港
が
決
め
ら
れ
る
が
、
実

際
は
東
海
道
か
ら
離
れ
た
関
内
に
開
港
場
が
設
け
ら

れ
た
。
明
治
五
年
に
東
京
（
新
橋
）
と
横
浜
を
結
ぶ

我
が
国
最
初
の
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
、
京
浜
臨
海
部
の

立
地
条
件
は
格
段
に
良
く
な
る
。

②
―
臨
海
産
業
地
帯
の
形
成

　
明
治
後
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
浅
野
総
一
郎
な
ど

民
間
企
業
家
の
手
で
、
当
時
最
新
鋭
の
技
術
に
よ
り

鶴
見
地
先
の
埋
立
と
京
浜
運
河
の
整
備
が
進
め
ら
れ

た
。
モ
デ
ル
は
ロ
ン
ド
ン
の
ド
ッ
ク
ラ
ン
ド
地
域
と

言
い
、
工
業
生
産
の
場
と
港
湾
物
流
の
場
が
一
体
に

な
っ
た
臨
海
産
業
地
帯
が
完
成
す
る
。
こ
こ
は
同
時

に
花
月
園
や
扇
島
の
海
水
浴
場
な
ど
市
民
の
憩
い
の

場
も
備
え
た
新
し
い
都
市
生
活
の
場
で
も
あ
っ
た
。

関
束
大
震
災
の
あ
と
、
東
京
か
ら
の
工
場
移
転
な
ど

に
よ
り
集
積
が
進
み
、
日
本
近
代
化
の
た
め
の
物
資

供
給
基
地
、
さ
ら
に
戦
後
は
高
度
経
済
成
長
を
支
え

る
エ
ン
ジ
ン
の
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
れ
ら
の
工
場

に
働
く
場
を
求
め
て
全
国
か
ら
人
口
が
集
中
し
、
製

造
業
就
業
者
数
で
は
昭
和
三
十
～
四
十
年
代
が
京
浜

工
業
地
帯
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
。

③
―
公
害
・
地
方
分
散
と
空
洞
化
問
題

　
人
口
増
に
よ
り
急
速
に
都
市
化
が
進
み
、
鉄
道
や

高
速
道
路
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
京
浜
間
は
大
動
脈
と

し
て
増
強
さ
れ
る
。
周
辺
の
住
宅
増
加
に
つ
れ
京
浜

臨
海
部
は
市
街
地
の
中
に
取
り
込
ま
れ
、
公
害
問
題

が
大
き
く
な
る
。
京
浜
工
業
地
帯
の
イ
メ
ー
ジ
は

「
活
力
」
の
プ
ラ
ス
か
ら
「
公
害
」
の
マ
イ
ナ
ス
へ

と
悪
化
し
て
い
く
。
ま
た
、
人
口
や
産
業
の
集
中
を

防
止
し
地
方
分
散
さ
せ
る
工
業
制
限
諸
制
度
の
確
立

や
、
工
場
の
省
力
化
や
産
業
構
造
の
変
化
の
中
で
、

（
フ
ロ
ン
ト
シ
テ
ィ
横
浜
の
役
割
）



就
業
者
や
事
業
所
の
数
は
し
だ
い
に
減
少
し
て
い
く
。

　
近
年
の
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
コ
ス
ト
の

安
い
ア
ジ
ア
な
ど
へ
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
が
起
こ

り
、
大
企
業
が
移
る
と
系
列
下
の
中
小
企
業
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
廃
業
や
雇
用
喪
失
に
つ
な
が
る
。

京
浜
臨
海
部
の
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
業
種
集
積
や
、

高
度
な
技
術
集
積
が
崩
壊
す
る
危
険
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。
首
都
高
横
羽
線
の
車
窓
か
ら
見
る
と
、
生
産

基
地
と
し
て
か
つ
て
は
き
ら
め
く
工
場
照
明
が
美
し

か
っ
た
が
、
空
洞
化
に
伴
い
し
だ
い
に
あ
か
り
が
減

り
、
こ
の
地
域
が
だ
ん
だ
ん
「
忘
れ
去
ら
れ
た
場
所
」

に
な
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。

３
一
東
京
―
横
浜
　
二
大
都
市
関
係
論

　
横
浜
は
港
湾
都
市
・
工
業
都
市
・
住
宅
都
市
の
性

格
を
持
ち
、
そ
の
都
市
づ
く
り
の
歩
み
に
は
常
に
首

都
東
京
の
存
在
が
大
き
く
影
響
を
与
え
て
き
た
。

①
―
開
港
都
市
横
浜
の
基
本
的
な
性
格
づ
け

　
横
浜
の
都
市
の
誕
生
は
、
幕
末
期
に
一
寒
村
の
横

浜
村
が
開
港
の
地
に
選
ば
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
各

国
の
江
戸
へ
の
開
港
要
求
に
対
し
開
港
地
は
神
奈
川

に
決
め
ら
れ
、
し
か
も
直
ぐ
に
東
海
道
か
ら
地
理
的

に
離
れ
た
現
在
の
関
内
に
移
さ
れ
開
港
場
と
外
国
人

居
留
地
が
設
け
ら
れ
る
。
直
接
に
首
都
江
戸
を
開
港

す
る
の
は
、
海
外
列
強
の
軍
事
力
や
先
進
文
化
が
日

本
全
体
に
影
響
す
る
危
険
性
が
あ
り
、
ま
ず
近
接
す

る
横
浜
を
代
替
的
な
場
と
し
て
活
用
し
、
そ
の
後
様

子
を
見
て
江
戸
を
開
け
ば
い
い
、
と
い
う
幕
府
の
政

策
的
判
断
の
結
果
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
の
横
浜
の
都
市
形
成
を
見
る
と
、
東
京
の

外
港
と
し
て
国
家
に
よ
り
海
外
貿
易
港
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
、
京
浜
間
の
鶴
見
を
中
心
に
大
規
模
埋
立
が

行
わ
れ
日
本
の
重
工
業
化
の
拠
点
を
作
っ
た
こ
と
、

戦
後
の
進
駐
軍
の
ベ
ー
ス
と
し
て
横
浜
を
中
心
に
大

規
模
な
接
収
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
等
の
事
実
も
す
べ

て
同
様
な
政
策
判
断
に
起
因
し
て
い
る
と
思
う
。
つ

ま
り
、
外
的
要
素
導
入
に
当
た
り
首
都
東
京
を
代
替

し
て
横
浜
を
活
用
す
る
と
い
う
視
点
で
あ
り
、
横
浜

の
都
市
の
性
格
は
常
に
首
都
東
京
の
外
部
窓
口
機
能

で
あ
っ
た
。
横
浜
は
、
都
市
誕
生
時
か
ら
「
首
都
の

前
線
都
市
＝
フ
ロ
ン
ト
シ
テ
ィ
」
と
言
え
る
。

②
―
首
都
圏
の
二
眼
レ
フ
構
造

　
明
治
政
府
の
強
力
な
国
家
運
営
の
中
で
、
東
京
が

政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
中
心
と

し
て
発
展
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
横
浜
は
貿
易
・
海

外
文
化
な
ど
の
面
で
大
き
く
成
長
し
国
際
都
市
と
な
っ

て
い
く
。
こ
の
段
階
で
は
、
東
京
・
横
浜
は
あ
る
程

度
明
確
に
役
割
分
担
が
な
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

例
え
れ
ば
、
メ
イ
ン
と
な
る
居
間
・
食
堂
・
書
斎
で

あ
る
東
京
と
、
玄
関
・
応
接
間
で
あ
る
横
浜
と
い
う

形
だ
ろ
う
。
性
格
を
異
に
す
る
二
都
市
が
相
補
的
な

関
係
を
有
し
な
が
ら
、
日
本
の
首
都
と
し
て
の
機
能

を
発
揮
し
、
戦
前
ま
で
の
首
都
圏
は
二
つ
の
大
都
市

を
中
心
と
す
る
「
二
眼
レ
フ
構
造
」
で
あ
っ
た
。

　
関
東
大
震
災
や
戦
災
は
東
京
・
横
浜
と
も
に
大
き

な
痛
手
を
与
え
た
が
、
特
に
横
浜
に
と
っ
て
戦
後
に

中
心
市
街
地
の
大
部
分
が
接
収
さ
れ
た
影
響
は
非
常

に
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
復
興
が
遅
れ
都
市
発

展
の
障
害
と
な
り
、
港
湾
施
設
の
接
収
や
金
融
・
貿

易
業
・
商
社
な
ど
の
市
外
流
出
に
よ
り
港
湾
都
市
と

し
て
の
機
能
は
低
下
し
、
東
京
と
横
浜
の
間
の
役
割

分
担
や
バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ
て
い
く
。

③
―
人
口
急
増
に
よ
る
都
市
問
題

　
昭
和
三
十
年
代
か
ら
の
高
度
経
済
成
長
期
の
首
都

圏
へ
の
急
激
な
人
口
集
中
は
、
二
つ
の
都
市
の
関
係

を
さ
ら
に
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
る
。
都
市
の
膨

張
を
防
ぎ
適
正
な
都
市
環
境
を
誘
導
す
る
た
め
、
大

ロ
ン
ド
ン
計
画
な
ど
を
モ
デ
ル
に
「
首
都
圏
整
備
法
」

が
つ
く
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
人
口
増
の
要
因
は
工
場

や
大
学
の
集
中
立
地
で
あ
る
と
し
て
、
過
密
過
疎
を

防
止
し
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
い
う
目
的
か
ら

「
工
業
等
制
限
法
」
な
ど
の
立
地
規
制
が
適
用
さ
れ

る
。
京
浜
臨
海
部
を
は
じ
め
と
し
た
横
浜
の
工
業
都

市
と
し
て
の
発
展
は
大
き
く
抑
制
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
郊
外
部
を
中
心
に
急
激
な
ス
プ
ロ
ー
ル
化

か
進
み
東
京
南
西
部
と
市
街
地
が
連
担
し
、
横
浜
は

東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
的
な
性
格
を
強
め
、
市
政
は

人
口
急
増
に
対
応
し
た
学
校
・
交
通
・
ご
み
な
ど
基

礎
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

横
浜
都
民
と
呼
ば
れ
る
現
象
の
よ
う
に
、
こ
の
ま
ま

で
は
横
浜
は
完
全
に
東
京
に
飲
み
込
ま
れ
、
単
な
る

衛
星
都
市
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
都
市
づ
く
り
の
戦

略
的
な
試
み
が
図
ら
れ
、
高
速
道
路
・
地
下
鉄
・
港

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
金
沢
埋
立
な
ど
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
「
六
大
事
業
」
、
人
口
抑
制
を
基
調
に

民
間
開
発
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
「
宅
地
開
発
指

導
要
綱
」
な
ど
の
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
れ
か

ら
四
半
世
紀
の
取
り
組
み
を
経
て
、
現
在
の
横
浜
の

大
都
市
と
し
て
の
骨
格
形
成
や
良
好
な
住
宅
市
街
地

の
ス
ト
ッ
ク
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

④
―
業
務
核
都
市
構
想

　
昭
和
五
十
年
代
に
入
り
人
口
増
は
緩
和
し
た
が
、

金
融
・
情
報
・
消
費
な
ど
経
済
的
中
枢
機
能
の
東
京

一
　
特
集
・
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備
・
Ⅱ
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備
に
向
け
て
の
実
践
①
京
浜
地
域
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
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都
心
へ
の
一
極
集
中
現
象
は
加
速
さ
れ
、
横
浜
市
民

は
長
時
間
の
通
勤
通
学
を
は
じ
め
、
市
民
生
活
の
あ

ら
ゆ
る
面
で
東
京
へ
の
依
存
度
は
大
き
く
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
す
る
横
浜
の
自
立
性
回
復
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
横
浜
駅
束
口
開
発
が
あ
る
。

商
業
購
買
力
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・

東
京
」
を
合
い
言
葉
に
横
浜
駅
周
辺
の
大
改
造
が
行

わ
れ
、
新
宿
・
池
袋
・
渋
谷
な
ど
タ
ー
ミ
ナ
ル
型
副

都
心
と
並
び
独
自
商
圏
の
足
場
を
築
い
た
。

　
次
に
、
開
港
以
来
の
中
心
地
で
あ
る
関
内
と
横
浜

駅
周
辺
に
分
離
し
て
い
た
二
つ
の
都
心
を
連
結
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
都
心
臨
海
部
総
合
整
備
事

業
（
み
な
と
み
ら
い
2
1
）
が
動
き
出
す
。
こ
れ
は
、

業
務
機
能
の
集
積
を
図
り
都
市
部
強
化
を
目
指
す
横

浜
再
生
の
切
り
札
と
も
な
る
大
事
業
で
あ
る
。
同
時

に
、
国
に
お
い
て
も
東
京
一
極
集
中
の
是
正
に
向
け

「
多
極
分
散
型
国
土
形
成
促
進
法
」
に
よ
る
業
務
核

都
市
構
想
が
つ
く
ら
れ
た
。
東
京
の
周
り
に
方
面
別
。

に
、
千
葉
、
土
浦
・
筑
波
、
大
宮
・
浦
和
、
立
川
・

八
王
子
、
横
浜
・
川
崎
と
い
う
業
務
機
能
を
担
う
拠

点
都
市
を
つ
く
る
構
想
で
あ
り
、
横
浜
で
は
み
な
と

み
ら
い
2
1
、
新
横
浜
、
副
都
心
な
ど
の
受
け
皿
地
区

の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
こ
の
構
想
で
は
横

浜
は
あ
く
ま
で
東
京
周
辺
の
五
拠
点
の
一
つ
の
位
置

づ
け
で
あ
り
、
東
京
に
準
じ
た
二
眼
レ
フ
よ
り
さ
ら

に
弱
い
地
位
に
甘
ん
じ
て
い
る
と
言
え
る
。

⑤
ト
横
浜
再
生
の
新
し
い
ス
テ
ッ
プ

　
平
成
に
は
い
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
高
度
情
報
化

が
著
し
く
進
む
中
で
、
横
浜
は
少
し
ず
つ
首
都
東
京

と
は
違
っ
た
独
自
の
個
性
を
発
揮
し
始
め
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
な
ど
多
彩
な
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
、
都
市
全
体
の
コ
ン
ペ

ン
シ
ョ
ン
機
能
の
向
上
や
広
域
的
な
集
客
力
を
持
つ

魅
力
ス
ポ
ッ
ト
の
充
実
な
ど
が
進
ん
で
き
た
。
横
浜

は
歴
史
的
な
ス
ト
ッ
ク
と
新
し
い
時
代
要
素
が
調
和

し
た
イ
メ
ー
ジ
の
良
い
都
市
と
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

東
京
・
横
浜
の
相
補
的
な
関
係
を
再
度
構
築
す
る
可

能
性
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
と
思
う
。

　
し
か
し
、
横
浜
の
自
立
性
は
「
都
市
の
魅
力
」
と

い
う
面
で
は
し
だ
い
に
強
化
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、

「
都
市
の
活
力
」
と
い
う
面
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

日
本
経
済
が
冷
え
込
む
中
で
工
業
な
ど
産
業
空
洞
化

問
題
、
商
業
な
ど
中
心
市
街
地
活
性
化
の
問
題
、
さ

ら
に
市
民
雇
用
の
確
保
の
問
題
な
ど
山
積
し
て
い
る
。

首
都
東
京
は
政
治
改
革
・
行
政
改
革
・
金
融
改
革
な

ど
そ
の
中
心
機
能
の
新
た
な
脱
皮
が
試
み
ら
れ
て
い

る
が
、
横
浜
も
独
自
の
特
徴
を
生
か
し
時
代
の
フ
ロ

ン
ト
シ
テ
ィ
の
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の

時
、
活
用
自
由
度
が
高
い
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地

域
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
京
浜
臨
海
部
は
戦
略
的

な
先
導
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

４
一
新
た
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
構
築

①
―
波
動
的
な
計
画
の
あ
り
方

　
　
「
忘
れ
去
ら
れ
た
場
所
」
京
浜
臨
海
部
に
対
す
る

価
値
感
の
転
換
が
起
こ
っ
た
の
は
平
成
六
年
度
だ
。

こ
の
年
に
湾
岸
道
路
が
開
通
し
、
慢
性
的
渋
滞
で
あ
っ

た
首
都
高
速
横
羽
線
や
産
業
道
路
が
生
き
返
る
と
と

も
に
、
は
じ
め
て
海
側
か
ら
京
浜
の
姿
が
と
ら
え
ら

れ
る
。
み
な
と
み
ら
い
2
1
か
ら
羽
田
空
港
に
か
け
て

の
湾
岸
の
近
未
来
的
な
風
景
の
中
で
、
鶴
見
つ
ば
さ

橋
か
ら
見
た
京
浜
臨
海
部
は
、
環
境
事
業
局
工
場
や

横
浜
火
力
発
電
所
の
新
し
い
塔
が
建
ち
京
浜
運
河
や

鶴
見
川
が
き
ら
き
ら
と
光
り
、
市
民
の
目
か
ら
は
縁

の
な
い
地
域
が
、
優
れ
た
交
通
条
件
を
持
ち
魅
力
と

可
能
性
あ
る
地
域
と
し
て
再
発
見
さ
れ
た
。

　
歴
史
的
変
遷
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
京
浜
臨
海
部

の
問
題
の
背
景
に
は
地
域
レ
ベ
ル
か
ら
首
都
圏
や
世

界
レ
ベ
ル
ま
で
重
層
的
に
課
題
が
か
ら
ん
で
い
る
。

ま
た
、
再
編
整
備
の
対
象
地
域
は
埋
立
地
部
分
だ
け

で
も
約
千
六
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
地
域
で
、
大

部
分
が
民
間
企
業
の
所
有
地
で
あ
る
。
土
の
た
め
、

経
済
状
況
な
ど
先
の
見
通
し
が
困
難
な
中
で
明
確
な

将
来
計
画
を
立
て
る
こ
と
は
難
し
い
。
現
在
の
「
再

編
整
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は
あ
く
ま
で
基
本
的
な

土
地
利
用
や
基
盤
整
備
の
方
針
を
示
し
た
も
の
で
、

具
体
的
計
画
は
今
後
三
つ
の
重
点
整
備
地
区
を
中
心

に
描
く
こ
と
に
な
る
。
こ
こ

で
の
再
編
整
備
の
進
め
方
は
、

戦
略
的
に
最
も
重
要
な
場
所

か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し

周
辺
に
波
及
さ
せ
て
い
く

「
波
動
的
な
計
画
」
で
あ
り
、

さ
ら
に
次
に
示
す
「
二
つ
の

計
画
軸
」
（
図
参
照
）
を
設

定
し
長
い
時
間
ス
パ
ン
を
も
っ

た
都
市
づ
く
り
と
し
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

②
―
鶴
見
川
流
域
軸

　
調
査
季
報
前
号
の
「
総
合

的
地
域
開
発
の
あ
り
方
」
に

指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
職
住
近
接
し
た
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
と
持
続
可
能
な
環
境
づ
く
り
を
ト
ー
タ
ル

に
進
め
る
上
で
、
河
川
流
域
に
着
目
す
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
鶴
見
川
は
こ
れ
ま
で
総
合
治
水
対
策
が

実
施
さ
れ
、
市
民
活
動
の
連
携
に
よ
る
鶴
見
川
ネ
ッ
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ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
ゆ
め
は
ま
二
〇
一
〇
プ
ラ

ン
の
中
で
も
「
鶴
見
川
タ
ウ
ン
リ
バ
ー
構
想
」
と
し

て
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た
水
と
緑
の
環
境
形

成
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
流
域
の
状
況
を
見
る

と
、
上
流
部
に
は
大
規
模
緑
地
や
公
園
を
持
つ
と
共

に
大
学
な
ど
キ
ャ
ン
パ
ス
の
立
地
も
多
い
。
中
流
部

に
は
電
気
・
情
報
な
ど
の
大
き
な
工
業
集
積
地
が
あ

り
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
新
横
浜
地
区
と
関
連
し

て
市
内
で
最
も
成
長
性
あ
る
産
業
ゾ
ー
ン
に
な
っ
て

い
る
。
下
流
部
に
は
副
都
心
で
あ
る
鶴
見
駅
周
辺
地

区
や
河
川
沿
い
の
内
陸
工
業
集
積
地
区
が
分
布
し
、

河
口
部
に
は
京
浜
臨
海
部
の
重
点
整
備
地
区
で
あ
る

末
広
町
地
区
・
大
黒
町
地
区
が
あ
る
。

　
現
在
の
活
気
あ
る
ア
メ
リ
カ
経
済
を
牽
引
し
た
の

は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
情
報
産
業
集
積
だ
と
言
わ
れ

る
。
こ
こ
で
は
大
学
・
企
業
・
市
民
・
行
政
が
協
調

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
ス
マ
ー
ト

バ
レ
ー
」
と
い
う
組
織
を
作
り
、
多
様
な
活
動
の
相

乗
効
果
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

個
々
の
主
体
は
厳
し
い
状
況
で
も
各
活
動
が
つ
な
が

り
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
が
可

能
で
あ
り
、
鶴
見
川
流
域
は
全
国
で
も
そ
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
最
も
高
い
地
域
で
あ
る
と
思
う
。

③
―
湾
岸
京
浜
軸

　
京
浜
間
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
は
、
東
京
湾
の

中
で
羽
田
空
港
が
立
地
す
る
多
摩
川
河
口
部
を
頂
点

と
し
て
、
北
に
約
十
五
キ
ロ
で
東
京
都
心
、
南
西
に

約
十
五
キ
ロ
で
横
浜
都
心
と
い
う
三
角
形
構
造
で
あ

る
。
こ
の
湾
岸
道
路
に
沿
っ
た
軸
上
に
は
、
あ
ら
ゆ

る
経
済
活
動
・
先
端
技
術
・
国
際
情
報
な
ど
が
高
度

に
集
積
し
、
空
港
・
港
湾
・
高
速
道
路
な
ど
都
市
イ

ン
フ
ラ
が
既
に
完
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
品
川
新

幹
線
新
駅
、
東
京
臨
海
副
都
心
、
羽
田
空
港
沖
合
展

開
・
跡
地
整
備
、
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備
、
み
な
と

み
ら
い
2
1
等
の
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
、
こ

れ
ら
を
つ
な
ぐ
東
海
道
貨
物
支
線
の
貨
客
併
用
化

（
京
浜
臨
海
線
）
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
日
本
経
済

の
落
ち
込
み
が
続
く
中
で
再
活
性
化
を
リ
ー
ド
し
て

い
く
た
め
に
は
、
こ
の
地
域
の
潜
在
力
を
十
分
に
発

揮
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
。

　
湾
岸
京
浜
軸
の
形
成
に
向
け
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

を
あ
げ
た
い
。
第
一
に
、
二
十
一
世
紀
の
大
都
市
生

活
を
支
え
る
場
づ
く
り
と
し
て
考
え
る
こ
と
。
生
産

加
工
、
研
究
開
発
、
レ
ジ
ャ
ー
、
廃
棄
物
、
交
通
物

流
な
ど
、
一
般
市
街
地
内
で
は
充
足
で
き
な
い
様
々

な
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
計
画
的
な
活
用
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
第
二
に
、
地
域
の
持
つ
優
れ
た
循
環
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
機
能
立
地
を
図
る
こ
と
。
行
政
境

界
を
越
え
て
最
適
位
置
に
最
適
機
能
が
立
地
さ
れ
他

の
要
素
と
う
ま
く
連
動
で
き
る
よ
う
に
、
東
京
・
横

浜
を
中
心
と
し
た
湾
岸
都
市
間
の
連
携
が
課
題
に
な

る
。
第
三
に
、
東
京
湾
の
ト
ー
タ
ル
な
環
境
保
全
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
い
哲
学
と
手
法
を
確
立
す
る
こ

と
。
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
の
三
都
県
の
範
囲
で
様
々

な
主
体
の
総
合
調
整
の
仕
組
み
が
望
ま
れ
る
。
第
四

に
、
国
際
化
時
代
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
空
港
・
港
湾

を
最
大
限
に
活
用
す
る
ハ
ブ
ポ
ー
ト
と
し
て
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
る
こ
と
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
し
て
ア
ジ
ア
経
済
圏
の
活
力
を
生
む
中
核
地

域
を
目
指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

５
一
柔
ら
か
い
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点

　
今
年
三
月
、
新
・
国
土
総
合
開
発
計
画
「
二
十
一

世
紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
が
決
定
さ
れ
、

そ
の
中
で
は
大
都
市
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
修
復
・

改
修
）
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
現
在
、
時
の
ア

セ
ス
・
環
境
共
生
・
官
民
分
担
な
ど
公
共
事
業
の
問

い
直
し
作
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
京
浜
臨
海
部
再

編
整
備
は
現
在
あ
る
資
源
に
改
善
を
加
え
最
大
限
に

生
か
す
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
」
を
先
取
り
し

て
い
る
が
、
実
際
に
ど
う
す
れ
ば
新
し
い
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
創
出
で
き
、
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
で
き
る
の
か
等
、
市
民
・
企
業
・
行
政
が
十
分

に
議
論
し
互
い
に
協
力
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
際
に
大
き
な
課
題
は
、
行
政
内
に
お
け
る
国
・

県
・
市
の
枠
や
行
政
境
界
を
越
え
た
取
り
組
み
で
あ

り
、
行
政
改
革
や
地
方
分
権
の
議
論
の
中
で
旧
来
の

枠
組
み
を
一
旦
は
ず
し
た
柔
軟
な
ジ
ョ
イ
ン
ト
手
法

を
生
み
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
京
浜
で

生
ま
れ
発
展
し
た
日
本
有
数
の
企
業
群
の
参
画
が
不

可
欠
だ
が
、
現
状
で
は
大
企
業
ほ
ど
組
織
が
硬
直
化

し
時
代
変
化
へ
の
対
応
が
難
し
い
。
原
点
に
返
り
、

地
域
に
根
ざ
し
た
「
企
業
市
民
意
識
」
と
、
創
業
期

に
溢
れ
て
い
た
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
意
識
」
を
再
生
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
結
局
、
活
性
化
の
ソ
フ
ト

の
第
一
は
人
間
の
頭
脳
の
柔
軟
性
か
も
し
れ
な
い
。

　
京
浜
臨
海
部
に
立
地
す
る
民
間
の
企
業
は
い
ま
本

当
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
京
浜
を
担
当
す
る
立
場

と
し
て
「
今
後
こ
の
地
域
が
活
性
化
す
る
の
だ
ろ
う

か
？
」
と
い
う
不
安
が
あ
る
。
現
在
は
再
編
整
備
の

第
一
段
階
と
し
て
、
二
つ
の
計
画
軸
の
交
点
に
位
置

す
る
末
広
町
地
区
の
「
研
究
開
発
拠
点
一
づ
く
り
か

ら
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
始
め
た
と
こ
ろ
だ
。
果

た
し
て
こ
の
波
動
が
周
辺
に
広
が
り
、
東
京
方
面
か

ら
の
波
と
も
シ
ン
ク
ロ
し
、
日
本
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
フ
ロ
ン
ト

シ
テ
ィ
横
浜
が
や
ら
な
い
で
ど
こ
が
や
る
の
だ
、
と

い
う
気
概
だ
け
は
も
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
<
企
画
局
京
浜
臨
海
部
整
備
担
当
課
長
>

-

特
集
・
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備
・
Ⅱ
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備
に
向
け
て
の
実
践
①
京
浜
地
域
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
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